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遺
骨
返
還
を
願
い
叫
び
、
世
界
平
和
を
呼
び
か
け
、
全

国
戦
友
会
が
無
事
盛
会
に
終
わ
っ
た
。 

◎ 
詫
び
て
今 

岸
壁
に
立
つ 

生
き
残
り 

 
 

ナ
オ
ト
カ
へ 

迎
え
に
行
か
ず
ば 

帰
れ
ぬ
戦
友

と

も

が  

満
州
哈
達
河
開
拓
団
の
悲
劇 

 

「
麻
山
」
集
団
自
決
事
件
に
思
う 

神
奈
川
県 

 

丸 

山 

國 

武 
 

 

 

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
八
月
十
二
日
、
旧
満
州
の

東
部
国
境
に
近
い
麻
山
に
お
い
て
避
難
途
上
に
あ
っ
た
哈ハ

達タ

河ホ

開
拓
団
の
一
団
が
ソ
連
軍
の
包
囲
攻
撃
を
受
け
、
婦

女
子
四
百
数
十
人
が
自
決
す
る
と
ゆ
う
事
件
が
起
っ
た
。

介
錯
は
四
十
数
人
の
男
子
団
員
に
よ
り
、
小
銃
を
用
い
て

行
わ
れ
た
。
男
子
団
員
は
こ
の
後
ソ
連
軍
陣
地
に
斬
り
込

む
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
果
せ
ず
、
間
も
な
く
終
戦
を
迎

え
こ
れ
ら
壮
年
男
子
の
過
半
数
は
新
京
（
長
春
）
、
ハ
ル
ピ

ン
へ
逃
れ
、
あ
る
い
は
シ
ベ
リ
ア
で
収
容
さ
れ
て
、
生
き

て
祖
国
の
土
を
踏
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
自

決
し
た
の
か
、
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
刺
殺
と
あ
り
、
ま
た

は
虐
殺
と
な
っ
て
い
る
。
本
当
に
自
殺
自
決
で
あ
っ
た
の

か
、
な
ん
で
生
き
て
、
生
き
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
な
ん

で
も
っ
と
生
き
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
か
、
人
間
の
生
と
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死
と
は
一
体
何
な
の
か
。
麻
山
と
は
旧
満
州
（
現
中
国
東

北
部
）
東
安
省
林
口
県
麻
山
と
い
う
地
名
で
虎
林
線
に
麻

山
駅
も
あ
る
。
日
ソ
開
戦
直
後
の
八
月
九
日
、
東
安
省
鶏

寧
県
に
入
植
し
て
い
た
哈
達
河
開
拓
団
（
員
）
は
、
命
に

よ
り
徹
夜
で
牡
丹
江
に
向
け
て
避
難
中
、
八
月
十
二
日
麻

山
に
達
し
た
と
き
、
満
州
治
安
軍
の
反
乱
部
隊
が
後
方
か

ら
襲
来
、
前
方
に
は
ソ
連
の
戦
車
隊
が
あ
り
進
退
き
わ
ま

る
状
況
に
な
っ
た
。 

団
長
（
貝
沼
洋
二
氏
）
は

悪
の
事
態
に
陥
っ
た
と
推

定
し
、
団
員
の
壮
年
男
子
十
数
人
と
協
議
し
婦
女
子
を
敵

の
手
に
渡
り
辱
め
ら
れ
る
よ
り
自
決
を
す
す
め
、
同
日
男

子
十
数
人
が
約
一
時
間
に
渡
っ
て
婦
女
子
に
銃
剣
を
ふ
る

い
四
百
二
十
一
人
も
刺
殺
し
た
。
男
子
団
員
は
各
地
新
京
、

ハ
ル
ピ
ン
等
へ
逃
亡
し
、
あ
る
い
は
シ
ベ
リ
ア
で
収
容
さ

れ
て
日
本
に
帰
還
し
て
い
る
。 

当
時
（
八
月
十
二
日
）、
私
は
関
東
軍
第
五
軍
隷
下
元
第

百
二
十
六
師
団
野
砲
兵
連
隊
（
通
称
部
隊
号
英
断
旧
満
州

第
一
五
二
五
四
部
隊
）
の
初
年
兵
と
し
て
麻
山
の
戦
闘
に

参
加
し
て
い
た
。
そ
の
時
の
状
況
を
知
っ
て
い
る
の
は
、

軍
人
と
し
て
は
も
う
私
一
人
で
は
な
か
ろ
う
か
、
だ
か
ら

こ
そ
こ
の
こ
と
を
今
、
書
き
残
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。 

麻
山
の
戦
闘
で
は
同
じ
中
隊
の
若
い
同
年
兵
を
始
め
、

上
官
や
古
参
兵
の
多
く
の
戦
死
者
を
出
し
て
い
る
。 

合 

掌 

あ
り
し
日
の
関
東
軍
が
そ
の
兵
力
約
七
十
万
を
集
結
し

て
ソ
満
国
境
を
威
圧
し
た
の
は
、
昭
和
十
六
年
の
盛
夏
、

い
わ
ゆ
る
「
関
特
演
」
当
時
が
そ
の
頂
点
で
あ
っ
た
。
既

に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
「
関
東
軍
特
別
大
演
習
」
と
称

せ
ら
れ
、
師
団
及
び
軍
需
資
材
を
満
州
へ
送
還
す
べ
く
極

秘
裏
に
、
し
か
も
大
々
的
に
こ
れ
が
輸
送
訓
練
を
行
っ
た

も
の
で
、

盛
期
に
お
け
る
関
東
軍
の
威
容
に
つ
い
て
は
、

今
こ
う
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
兵
力
実
に
二
十
個
師

団
、
航
空
機
六
百
、
戦
車
三
百
、
軍
需
資
材
の
集
積
量
は

内
地
在
庫
資
材
類
の
半
数
を
移
動
す
る
ほ
ど
の
大
量
（
昭

和
十
八
年
七
月
現
在
）
を
算
し
、
こ
れ
ら
の
大
軍
と
軍
需

品
が
満
州
の
野
に
集
結
、
あ
る
い
は
集
積
さ
れ
た
の
で
あ

る
。 
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こ
れ
が
大
東
亜
戦
争
（
太
平
洋
戦
争
）
の
進
展
に
と
も

な
い
、
約
十
二
個
師
団
、
そ
れ
も
精
鋭
師
団
が
選
ば
れ
て

西
南
、
南
方
、
中
部
太
平
洋
方
面
、
沖
縄
及
び
本
土
防
衛

要
員
と
し
て
、
昭
和
十
八
年
十
月
ご
ろ
か
ら
昭
和
二
十
年

三
月
ご
ろ
ま
で
に
か
け
て
抽
出
転
用
さ
れ
、
航
空
機
も
戦

車
も
、
こ
れ
ら
の
各
方
面
へ
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
い
か
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

関
東
軍
が
ソ
満
国
境
守
備
線
を
著
し
く
後
退
さ
せ
る
作

戦
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
の
は
、
こ
れ

ら
の
軍
の
弱
体
化
が
原
因
で
あ
っ
た
。 

昭
和
二
十
年
に
入
っ
て
、
全
満
に
わ
た
る
守
備
線
の
後

退
が
始
ま
り
、
国
境
守
備
部
隊
は
、
一
部
兵
力
を
残
置
し

て
、
移
駐
し
始
め
る
と
と
も
に
、
在
満
在
郷
軍
人
及
び
一

般
邦
人
の
現
地
召
集
を
行
い
、
部
隊
の
編
成
改
編
を
実
施

し
た
在
満
兵
力
は
そ
の
数
二
十
四
個
師
団
を
数
う
る
に
至

っ
た
が
実
力
な
き
大
軍
で
は
、
満
州
全
域
を
守
備
し
得
る

自
信
は
当
時
の
大
本
営
と
し
て
も
到
底
も
つ
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

八
月
九
日
未
明
、
ソ
連
軍
に
よ
る
国
境
各
方
面
か
ら
の

侵
攻
は
意
外
の
速
さ
で
あ
っ
た
。
奇
襲
で
あ
っ
た
こ
と
に

も
よ
る
が
、
国
境
線
は
守
備
兵
力
少
数
で
も
あ
り
、
ソ
連

軍
の
機
械
化
大
部
隊
に
は
抗
し
得
る
べ
く
も
な
く
突
破
さ

れ
、
各
主
要
都
市
に
も
瞬
く
間
に
ソ
連
軍
が
乗
り
込
ん
で

き
た
。 

私
は
昭
和
二
十
年
三
月
十
日
、
内
地
か
ら
派
遣
転
属
を

命
ぜ
ら
れ
、
西
東
安
、
滴
道
の
各
隊
の
初
年
兵
と
し
て
教

育
、
訓
練
、
警
備
等
に
従
事
し
て
い
た
が
、
不
幸
に
し
て

病
魔
に
犯
さ
れ
、
林
口
陸
軍
病
院
滴
道
分
院
に
入
院
し
た
。

入
院
中
に
日
ソ
開
戦
と
な
り
、
八
月
十
日
未
明
、
原
隊
に

復
帰
し
即
日
、
滴
道
残
留
部
隊
、
本
部
指
導
班
行
李
の
指

揮
下
に
入
っ
た
。 

当
時
滴
道
第
一
二
六
連
隊
の
主
力
は
満
州
の
東
部
国
境

に
近
い
八
面
通
大
碾
子
山
付
近
の
陣
地
構
築
中
で
あ
り
、

残
り
の
滴
道
残
留
隊
は
連
隊
長
の
命
に
よ
り
、
大
碾
子
山

の
陣
地
よ
り
、
火
砲
弾
薬
の
受
領
に
来
て
い
た
。
三
島
政

道
中
尉
以
下
約
八
十
人
と
病
院
か
ら
退
院
し
て
来
た
者
な

ど
合
せ
て
約
四
百
六
十
人
が
い
た
。 

私
達
は
命
に
よ
り
八
月
十
日
午
後
八
時
、
本
隊
に
向
け

 

293 

て
滴
道
を
出
発
し
、
蘭
嶺
、
青
龍
を
通
過
し
十
二
日
午
前

八
時
こ
ろ
運
命
の
麻
山
地
区
部
落
に
到
着
し
た
。
道
路
上

を
第
一
大
隊
、
第
二
大
隊
、
第
三
大
隊
と
少
し
遅
れ
て
本

部
指
揮
班
と
行
軍
し
、
私
は
行
李
郡
の

後
尾
で
あ
っ
た
。 

昨
夕
か
ら
の
大
雨
も
天
気
と
な
り
、
凹
地
付
近
で
大
休

止
と
な
っ
た
。
命
に
よ
り
車
に
積
ん
で
あ
っ
た
。
酒
保
品

（
カ
ン
パ
ン
、
缶
詰
等
）
を
後
方
か
ら
付
い
て
き
た
開
拓

団
の
女
や
子
供
ら
に
配
布
分
与
し
て
い
た
。
私
は
ま
さ
か

後
で
全
員
自
決
し
た
哈
達
河
の
開
拓
団
と
は
知
る
由
も
な

か
っ
た
。
私
は
兵
科
は
輜
重
兵
で
訓
練
で
慣
れ
て
い
た
の

で
、
物
品
等
を
手
際
よ
く
公
平
に
配
分
中
で
し
た
。
突
如

と
し
て
麻
山
駅
方
向
よ
り
砲
声
が
あ
り
、
ソ
連
軍
を
発
見

し
、
直
ち
に
応
戦
戦
闘
体
制
が
開
始
さ
れ
た
。 

私
は
指
揮
班
長
の
命
を
受
け
班
長
と
共
に
伝
令
と
し
て

行
動
し
敵
情
視
察
と
戦
闘
状
況
を
中
隊
長
に
伝
達
報
告
す

る
任
務
に
当
た
っ
た
。
し
か
し
ソ
連
戦
車
隊
と
自
動
小
銃

を
携
帯
す
る
ソ
連
兵
と
で
は
、
装
備
の
少
な
い
我
が
方
と

で
は
全
く
戦
争
に
な
ら
な
い
。 

各
大
隊
も
野
砲
等
で
応
戦
し
た
が
、
次
々
と
破
壊
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
雨
あ
ら
れ
の
ご
と
く
の
砲
弾
で
は
脱
出
す

る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
り
、
武
器
の
な
い
我
々
は
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。 

ま
た
運
悪
く
、
偶
然

後
尾
の
行
李
郡
と
先
頭
開
拓
団

員
の
大
休
止
の
位
置
が
凹
地
に
あ
っ
た
た
め
逃
げ
る
こ
と

も
で
き
ず
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。
今
で
も

兵
隊
と
し
て
軍
人
と
し
て
、
開
拓
団
の
老
幼
婦
女
子
を
助

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
申
し
わ
け
な
く
思
っ

て
い
る
一
人
で
も
あ
る
。
訓
練
を
受
け
て
い
る
兵
隊
で
さ

え
こ
の
状
況
で
あ
り
、
開
拓
団
員
の
状
況
は
筆
舌
に
尽
く

し
難
い
悲
惨
な
も
よ
う
は
今
で
も
思
い
出
さ
れ
る
の
で
あ

る
。 撤

退
の
声
に
後
ろ
を
見
る
こ
と
も
出
来
ず
、
凹
地
の
中

か
ら
這
い
上
が
り
、
高
粱
畑
の
中
か
ら
山
中
へ
山
中
へ
と

夢
中
で
逃
げ
に
逃
げ
て
、
気
が
つ
い
た
ら
私
一
人
に
な
っ

て
い
た
。
そ
の
後
私
は
一
人
で
逃
避
行
を
続
け
て
い
た
が
、

途
中
林
口
付
近
で
指
揮
班
長
と
偶
然
合
流
し
、
七
星
付
近

の
戦
闘
に
も
参
加
し
、
各
隊
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
が
、

私
達
小
部
隊
一
行
（
岩
崎
隊
長
以
下
十
人
）
は
北
朝
鮮
付
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こ
れ
が
大
東
亜
戦
争
（
太
平
洋
戦
争
）
の
進
展
に
と
も

な
い
、
約
十
二
個
師
団
、
そ
れ
も
精
鋭
師
団
が
選
ば
れ
て

西
南
、
南
方
、
中
部
太
平
洋
方
面
、
沖
縄
及
び
本
土
防
衛

要
員
と
し
て
、
昭
和
十
八
年
十
月
ご
ろ
か
ら
昭
和
二
十
年

三
月
ご
ろ
ま
で
に
か
け
て
抽
出
転
用
さ
れ
、
航
空
機
も
戦

車
も
、
こ
れ
ら
の
各
方
面
へ
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
い
か
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

関
東
軍
が
ソ
満
国
境
守
備
線
を
著
し
く
後
退
さ
せ
る
作

戦
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
の
は
、
こ
れ

ら
の
軍
の
弱
体
化
が
原
因
で
あ
っ
た
。 

昭
和
二
十
年
に
入
っ
て
、
全
満
に
わ
た
る
守
備
線
の
後

退
が
始
ま
り
、
国
境
守
備
部
隊
は
、
一
部
兵
力
を
残
置
し

て
、
移
駐
し
始
め
る
と
と
も
に
、
在
満
在
郷
軍
人
及
び
一

般
邦
人
の
現
地
召
集
を
行
い
、
部
隊
の
編
成
改
編
を
実
施

し
た
在
満
兵
力
は
そ
の
数
二
十
四
個
師
団
を
数
う
る
に
至

っ
た
が
実
力
な
き
大
軍
で
は
、
満
州
全
域
を
守
備
し
得
る

自
信
は
当
時
の
大
本
営
と
し
て
も
到
底
も
つ
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

八
月
九
日
未
明
、
ソ
連
軍
に
よ
る
国
境
各
方
面
か
ら
の

侵
攻
は
意
外
の
速
さ
で
あ
っ
た
。
奇
襲
で
あ
っ
た
こ
と
に

も
よ
る
が
、
国
境
線
は
守
備
兵
力
少
数
で
も
あ
り
、
ソ
連

軍
の
機
械
化
大
部
隊
に
は
抗
し
得
る
べ
く
も
な
く
突
破
さ

れ
、
各
主
要
都
市
に
も
瞬
く
間
に
ソ
連
軍
が
乗
り
込
ん
で

き
た
。 

私
は
昭
和
二
十
年
三
月
十
日
、
内
地
か
ら
派
遣
転
属
を

命
ぜ
ら
れ
、
西
東
安
、
滴
道
の
各
隊
の
初
年
兵
と
し
て
教

育
、
訓
練
、
警
備
等
に
従
事
し
て
い
た
が
、
不
幸
に
し
て

病
魔
に
犯
さ
れ
、
林
口
陸
軍
病
院
滴
道
分
院
に
入
院
し
た
。

入
院
中
に
日
ソ
開
戦
と
な
り
、
八
月
十
日
未
明
、
原
隊
に

復
帰
し
即
日
、
滴
道
残
留
部
隊
、
本
部
指
導
班
行
李
の
指

揮
下
に
入
っ
た
。 

当
時
滴
道
第
一
二
六
連
隊
の
主
力
は
満
州
の
東
部
国
境

に
近
い
八
面
通
大
碾
子
山
付
近
の
陣
地
構
築
中
で
あ
り
、

残
り
の
滴
道
残
留
隊
は
連
隊
長
の
命
に
よ
り
、
大
碾
子
山

の
陣
地
よ
り
、
火
砲
弾
薬
の
受
領
に
来
て
い
た
。
三
島
政

道
中
尉
以
下
約
八
十
人
と
病
院
か
ら
退
院
し
て
来
た
者
な

ど
合
せ
て
約
四
百
六
十
人
が
い
た
。 

私
達
は
命
に
よ
り
八
月
十
日
午
後
八
時
、
本
隊
に
向
け
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て
滴
道
を
出
発
し
、
蘭
嶺
、
青
龍
を
通
過
し
十
二
日
午
前

八
時
こ
ろ
運
命
の
麻
山
地
区
部
落
に
到
着
し
た
。
道
路
上

を
第
一
大
隊
、
第
二
大
隊
、
第
三
大
隊
と
少
し
遅
れ
て
本

部
指
揮
班
と
行
軍
し
、
私
は
行
李
郡
の

後
尾
で
あ
っ
た
。 

昨
夕
か
ら
の
大
雨
も
天
気
と
な
り
、
凹
地
付
近
で
大
休

止
と
な
っ
た
。
命
に
よ
り
車
に
積
ん
で
あ
っ
た
。
酒
保
品

（
カ
ン
パ
ン
、
缶
詰
等
）
を
後
方
か
ら
付
い
て
き
た
開
拓

団
の
女
や
子
供
ら
に
配
布
分
与
し
て
い
た
。
私
は
ま
さ
か

後
で
全
員
自
決
し
た
哈
達
河
の
開
拓
団
と
は
知
る
由
も
な

か
っ
た
。
私
は
兵
科
は
輜
重
兵
で
訓
練
で
慣
れ
て
い
た
の

で
、
物
品
等
を
手
際
よ
く
公
平
に
配
分
中
で
し
た
。
突
如

と
し
て
麻
山
駅
方
向
よ
り
砲
声
が
あ
り
、
ソ
連
軍
を
発
見

し
、
直
ち
に
応
戦
戦
闘
体
制
が
開
始
さ
れ
た
。 

私
は
指
揮
班
長
の
命
を
受
け
班
長
と
共
に
伝
令
と
し
て

行
動
し
敵
情
視
察
と
戦
闘
状
況
を
中
隊
長
に
伝
達
報
告
す

る
任
務
に
当
た
っ
た
。
し
か
し
ソ
連
戦
車
隊
と
自
動
小
銃

を
携
帯
す
る
ソ
連
兵
と
で
は
、
装
備
の
少
な
い
我
が
方
と

で
は
全
く
戦
争
に
な
ら
な
い
。 

各
大
隊
も
野
砲
等
で
応
戦
し
た
が
、
次
々
と
破
壊
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
雨
あ
ら
れ
の
ご
と
く
の
砲
弾
で
は
脱
出
す

る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
り
、
武
器
の
な
い
我
々
は
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。 

ま
た
運
悪
く
、
偶
然

後
尾
の
行
李
郡
と
先
頭
開
拓
団

員
の
大
休
止
の
位
置
が
凹
地
に
あ
っ
た
た
め
逃
げ
る
こ
と

も
で
き
ず
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。
今
で
も

兵
隊
と
し
て
軍
人
と
し
て
、
開
拓
団
の
老
幼
婦
女
子
を
助

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
申
し
わ
け
な
く
思
っ

て
い
る
一
人
で
も
あ
る
。
訓
練
を
受
け
て
い
る
兵
隊
で
さ

え
こ
の
状
況
で
あ
り
、
開
拓
団
員
の
状
況
は
筆
舌
に
尽
く

し
難
い
悲
惨
な
も
よ
う
は
今
で
も
思
い
出
さ
れ
る
の
で
あ

る
。 撤

退
の
声
に
後
ろ
を
見
る
こ
と
も
出
来
ず
、
凹
地
の
中

か
ら
這
い
上
が
り
、
高
粱
畑
の
中
か
ら
山
中
へ
山
中
へ
と

夢
中
で
逃
げ
に
逃
げ
て
、
気
が
つ
い
た
ら
私
一
人
に
な
っ

て
い
た
。
そ
の
後
私
は
一
人
で
逃
避
行
を
続
け
て
い
た
が
、

途
中
林
口
付
近
で
指
揮
班
長
と
偶
然
合
流
し
、
七
星
付
近

の
戦
闘
に
も
参
加
し
、
各
隊
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
が
、

私
達
小
部
隊
一
行
（
岩
崎
隊
長
以
下
十
人
）
は
北
朝
鮮
付
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近
に
向
っ
て
南
下
し
て
行
っ
た
が
、
悲
し
い
か
な
鏡
泊
湖

北
部
石
頭
旬
子
近
辺
で
ソ
連
兵
に
発
見
さ
れ
武
装
解
除
を

受
け
、
徒
歩
行
軍
で
東
京
城
を
経
て
蘭
嵐
収
容
所
に
収
容

さ
れ
た
。
東
京
ダ
モ
イ
（
帰
国
）
と
騙
さ
れ
て
全
員
シ
ベ

リ
ア
に
抑
留
さ
れ
た
。 

シ
ベ
リ
ア
で
は
部
隊
は
バ
ラ
バ
ラ
に
編
成
さ
れ
、
私
は

い
つ
も
一
人
で
別
行
動
と
な
り
、
復
員
す
る
ま
で
同
じ
部

隊
の
者
と
は
全
く
会
う
事
は
な
か
っ
た
。 

シ
ベ
リ
ア
で
は
タ
イ
セ
ッ
ト
地
区
の
各
収
容
所
に
収
容

さ
れ
、
強
制
労
働
に
服
し
な
が
ら
転
々
と
移
動
し
た
。
私

は
栄
養
失
調
と
な
り
弱
兵
と
指
定
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
苦

難
と
苦
労
を
重
ね
て
、
昭
和
二
十
三
年
九
月
ナ
ホ
ト
カ
港

か
ら
高
砂
丸
に
乗
船
し
生
き
て
舞
鶴
港
に
上
陸
し
復
員
で

き
た
の
で
あ
る
。 

「
麻
山
事
件
」
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
上
官
で
あ
る
戦

友
、
当
時
の
連
隊
本
部
の
指
揮
班
長
で
も
あ
っ
た
上
、
恩

人
で
も
あ
っ
た
「
岩
崎
真
治
曹
長
（
故
人
）」
か
ら
。 

麻
山
脱
出

後
の
手
記
に
添
え
て 

中
村
雪
子
著
（
草
思
社
） 

麻
山
事
件
「
満
州
の
野
に
婦
女
子
四
百
余
名
自
決
す
」

と
い
う
本
を
頂
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

「
麻
山
事
件
」
を
知
り
、
な
ぜ
生
き
ら
れ
る
だ
け
生
き

な
か
っ
た
の
か
、
な
ぜ
女
た
ち
は
望
ん
で
死
ん
で
い
っ
た

の
か
。
で
き
る
こ
と
な
ら
本
当
の
心
を
知
り
た
い
。
今
と

な
っ
て
は
神
様
だ
け
が
知
っ
て
い
て
、
永
久
に
現
在
及
び

将
来
の
人
に
は
絶
対
に
わ
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
？ 

戦
争

と
は
、
勝
っ
て
も
負
け
て
も
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。
昭
和

か
ら
平
成
と
な
り
戦
争
を
知
ら
な
い
人
が
多
く
な
っ
た
。 

戦
後
六
十
一
年
の
年
に
当
た
り
、
こ
の
つ
た
な
い
手
記

を
残
す
こ
と
に
よ
り
、
「
麻
山
事
件
」
で
亡
く
な
っ
た
多
く

の
人
々
に
対
し
て
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
祈
る
も
の
で

あ
る
。 

満
州
哈
達
河
満
蒙
開
拓
団
の
悲
劇
『
麻
山
集
団
自
決
事

件
』
を
思
い
な
が
ら
…
…
合
掌 

 生
年
月
日 

 

大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
十
月
八
日 

本 
籍 

地 
 

神
奈
川
県 

入
営
当
時
山
梨
県 

現 

住 
所 

 

神
奈
川
県
横
浜
市
瀬
谷
区
上
瀬
谷
町 
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出 

生 

地 
 

東
京
府
荏
原
郡
目
黒
町 

 昭
和
十
五
年
三
月
二
十
五
日 

 
 

東
京
府
東
京
市
平
塚 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

尋
常
高
等
小
学
校 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
等
小
学
校
修
養
年 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

限
二
カ
年
卒
業 

〃 
 
 

三
月
二
十
六
日 

 
 

東
京
市
荏
原
区
小
山 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

自
営
業
（
運
送
店
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

家
事
手
伝
い 

昭
和
十
七
年
九
月
八
日 

 
 

 
 

横
須
賀
市
元
町 

横 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

須
賀
海
軍
工
廠
造
船 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

部
に
徴
用 

昭
和
二
十
年
二
月
二
十
五
日 

 
 

現
役
兵
と
し
て
輜
重 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

兵
第
五
十
七
連
隊
補 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

充
隊
に
入
営 

〃 
 
 

三
月
七
日 

 
 

 
 

博
多
港
出
航 

〃 
 
 

三
月
十
日 

 
 

 
 

鮮
満
国
境
通
過 
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三
月
二
十
五
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移
駐
の
た
め
西
東
安 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

出
発 

〃 
 
 

三
月
二
十
八
日 

 
 

東
安
省
鶏
寧
県
滴
道 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

着 

 
 
 
 

 
 

同
日 

 
 
 

 

同
地
警
備 

〃 
 
 

六
月
十
日 

 
 
 

 

第
一
二
六
師
団
野
砲 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

連
隊
と
改
編
編
成
完 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

結 

〃 
 
 

八
月
九
日 

 
 
 

 

ソ
連
対
日
宣
戦
布
告 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

ソ
連
軍
東
満
国
境
各 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

地
よ
り
越
境
す 

〃 
 
 

八
月
十
二
日 

 
 

 

麻
山
の
戦
闘
に
参
加 

〃 
 
 

八
月
十
六
日 

 
 

 

七
星
の
戦
闘
に
参
加 

〃 
 
 

九
月
十
七
日 

 
 

 

鏡
泊
湖
西
北
部
（
通 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

称
サ
ラ
ン
チ
ン
）
付 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

近
武
装
解
除 

 
 
 
 

 
 

同
日 

 
 
 

 

東
京
城
収
容
所 

〃 
 
 

九
月
二
十
二
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蘭
嵐
飛
行
場
跡
収
容 
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所
八
遠
溝
作
業
隊 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

第
十
六
大
隊
第
四
中 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

隊
） 
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近
に
向
っ
て
南
下
し
て
行
っ
た
が
、
悲
し
い
か
な
鏡
泊
湖

北
部
石
頭
旬
子
近
辺
で
ソ
連
兵
に
発
見
さ
れ
武
装
解
除
を

受
け
、
徒
歩
行
軍
で
東
京
城
を
経
て
蘭
嵐
収
容
所
に
収
容

さ
れ
た
。
東
京
ダ
モ
イ
（
帰
国
）
と
騙
さ
れ
て
全
員
シ
ベ

リ
ア
に
抑
留
さ
れ
た
。 

シ
ベ
リ
ア
で
は
部
隊
は
バ
ラ
バ
ラ
に
編
成
さ
れ
、
私
は

い
つ
も
一
人
で
別
行
動
と
な
り
、
復
員
す
る
ま
で
同
じ
部

隊
の
者
と
は
全
く
会
う
事
は
な
か
っ
た
。 

シ
ベ
リ
ア
で
は
タ
イ
セ
ッ
ト
地
区
の
各
収
容
所
に
収
容

さ
れ
、
強
制
労
働
に
服
し
な
が
ら
転
々
と
移
動
し
た
。
私

は
栄
養
失
調
と
な
り
弱
兵
と
指
定
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
苦

難
と
苦
労
を
重
ね
て
、
昭
和
二
十
三
年
九
月
ナ
ホ
ト
カ
港

か
ら
高
砂
丸
に
乗
船
し
生
き
て
舞
鶴
港
に
上
陸
し
復
員
で

き
た
の
で
あ
る
。 

「
麻
山
事
件
」
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
上
官
で
あ
る
戦

友
、
当
時
の
連
隊
本
部
の
指
揮
班
長
で
も
あ
っ
た
上
、
恩

人
で
も
あ
っ
た
「
岩
崎
真
治
曹
長
（
故
人
）」
か
ら
。 

麻
山
脱
出

後
の
手
記
に
添
え
て 

中
村
雪
子
著
（
草
思
社
） 

麻
山
事
件
「
満
州
の
野
に
婦
女
子
四
百
余
名
自
決
す
」

と
い
う
本
を
頂
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

「
麻
山
事
件
」
を
知
り
、
な
ぜ
生
き
ら
れ
る
だ
け
生
き

な
か
っ
た
の
か
、
な
ぜ
女
た
ち
は
望
ん
で
死
ん
で
い
っ
た

の
か
。
で
き
る
こ
と
な
ら
本
当
の
心
を
知
り
た
い
。
今
と

な
っ
て
は
神
様
だ
け
が
知
っ
て
い
て
、
永
久
に
現
在
及
び

将
来
の
人
に
は
絶
対
に
わ
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
？ 

戦
争

と
は
、
勝
っ
て
も
負
け
て
も
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。
昭
和

か
ら
平
成
と
な
り
戦
争
を
知
ら
な
い
人
が
多
く
な
っ
た
。 

戦
後
六
十
一
年
の
年
に
当
た
り
、
こ
の
つ
た
な
い
手
記

を
残
す
こ
と
に
よ
り
、
「
麻
山
事
件
」
で
亡
く
な
っ
た
多
く

の
人
々
に
対
し
て
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
祈
る
も
の
で

あ
る
。 

満
州
哈
達
河
満
蒙
開
拓
団
の
悲
劇
『
麻
山
集
団
自
決
事

件
』
を
思
い
な
が
ら
…
…
合
掌 

 生
年
月
日 

 

大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
十
月
八
日 

本 

籍 

地 
 

神
奈
川
県 

入
営
当
時
山
梨
県 

現 

住 

所 
 

神
奈
川
県
横
浜
市
瀬
谷
区
上
瀬
谷
町 
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出 

生 

地 
 

東
京
府
荏
原
郡
目
黒
町 

 昭
和
十
五
年
三
月
二
十
五
日 

 
 

東
京
府
東
京
市
平
塚 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

尋
常
高
等
小
学
校 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
等
小
学
校
修
養
年 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

限
二
カ
年
卒
業 

〃 
 
 

三
月
二
十
六
日 

 
 

東
京
市
荏
原
区
小
山 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

自
営
業
（
運
送
店
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

家
事
手
伝
い 

昭
和
十
七
年
九
月
八
日 

 
 

 
 

横
須
賀
市
元
町 

横 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

須
賀
海
軍
工
廠
造
船 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

部
に
徴
用 

昭
和
二
十
年
二
月
二
十
五
日 

 
 

現
役
兵
と
し
て
輜
重 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

兵
第
五
十
七
連
隊
補 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

充
隊
に
入
営 

〃 
 
 

三
月
七
日 

 
 

 
 

博
多
港
出
航 

〃 
 
 

三
月
十
日 

 
 

 
 

鮮
満
国
境
通
過 

〃 
 
 

三
月
二
十
五
日 

 
 

移
駐
の
た
め
西
東
安 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

出
発 

〃 
 
 

三
月
二
十
八
日 

 
 

東
安
省
鶏
寧
県
滴
道 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

着 

 
 
 
 

 
 

同
日 

 
 
 

 

同
地
警
備 

〃 
 
 

六
月
十
日 

 
 
 

 

第
一
二
六
師
団
野
砲 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

連
隊
と
改
編
編
成
完 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

結 

〃 
 
 

八
月
九
日 

 
 
 

 

ソ
連
対
日
宣
戦
布
告 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

ソ
連
軍
東
満
国
境
各 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

地
よ
り
越
境
す 

〃 
 
 

八
月
十
二
日 

 
 

 

麻
山
の
戦
闘
に
参
加 

〃 
 
 

八
月
十
六
日 

 
 

 

七
星
の
戦
闘
に
参
加 

〃 
 
 

九
月
十
七
日 

 
 

 

鏡
泊
湖
西
北
部
（
通 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

称
サ
ラ
ン
チ
ン
）
付 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

近
武
装
解
除 

 
 
 
 

 
 

同
日 

 
 
 

 

東
京
城
収
容
所 

〃 
 
 

九
月
二
十
二
日 

 
 

蘭
嵐
飛
行
場
跡
収
容 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

（
所
八
遠
溝
作
業
隊 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

第
十
六
大
隊
第
四
中 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

隊
） 
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〃 
 
 

十
一
月
二
十
日
ご
ろ 

満
州
里
通
過
入
ソ 

〃 
 
 

十
二
月
一
日 

 
 

 

タ
イ
シ
ェ
ッ
ト
（
タ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

イ
セ
ッ
ト
）
地
区
第 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

五
収
容
所 

〃 
 
 

十
二
月
二
日 

 
 

 

同
第
七
収
容
所
（
通 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

称
山
の
下
） 

 
 
 
 

 
 
 

同
日 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

（
通 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

称
山
の
上
） 

昭
和
二
十
一
年
四
月
二
十
三
日
頃 

同
地
区
第
二
十
二
収 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
容
所
五
十
六
Ｋ
？ 

〃 
 
 

 

五
月
ご
ろ 

 
 

 

疾
病
（
栄
養
失
調
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

の
た
め
入
退
室
繰
り 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

返
す 

〃 
 
 

 

六
月
ご
ろ 

 
 

 

同
地
区
第
一
六
四
Ｋ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

収
容
所 

〃 
 
 

 

九
月
ご
ろ 

 
 

 

同
地
区
第
一
八
五
Ｋ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

収
容
所 

昭
和
二
十
二
年
一
月
ご
ろ 

 
 

 

凍
傷
の
た
め
練
兵
休 

〃 
 
 

 

二
月
ご
ろ 

 
 

 

弱
兵
（
Ｏ
Ｋ
）
と
認 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

定 

〃 
 
 

 

三
月
ご
ろ 

 
 

 

帰
還
（
エ
ッ
タ
ム
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

要
員
指
定 

〃 
 
 

 

四
月
ご
ろ 

 
 

 

同
地
区
第
九
八
Ｋ
収 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

容
所 

〃 
 
 

 
 

〃 
 
 

 
 

 

同
地
区
第
二
二
Ｋ
収 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

容
所 

〃 
 
 

 

五
月
ご
ろ 

 
 

 

マ
ル
タ
地
区
（
中
間 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

集
結
地
）
収
容
所 

〃 
 
 

 

六
月
十
日
ご
ろ 

 

イ
マ
ン
地
区
第
三
八 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

収
容
所
（
ナ
ホ
ト
カ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

港
引
揚
船
な
し 

 

二 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

カ
月
道
路
工
事
） 

〃 
 
 

 

十
月
二
十
五
日
ご
ろ 

ウ
オ
ロ
シ
ロ
フ
収 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

容
所
（
夜
間
作
業 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

中
両
足
先
等
凍
痛
） 

〃 
 
 

 

十
一
月
二
十
五
日 

ダ
モ
イ
要
員
と
し
て 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

同
所
出
発 

〃 
 
 

 

十
一
月
二
十
八
日 

ナ
ホ
ト
カ
着 

第
一 
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分
所
入
所 

〃 
 
 

 

十
一
月
二
十
九
日 

ナ
ホ
ト
カ
第
二
分
所 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

入
所 

〃 
 
 

 

十
一
月
三
十
日 

 

ナ
ホ
ト
カ
第
三
分
所 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

入
所 

 
 
 
 

 
 
 

 

同
日 

 
 

疾
病
（
凍
傷
）
申
告 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

し
同
地
区
か
ら
第
一 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

分
所
へ
逆
送 

〃 
 
 

 

十
二
月
一
日 

 
 

ナ
ホ
ト
カ
五
九
〇
病 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

院
入
院 

〃 
 
 

 

十
二
月
二
十
五
日 

同
病
院
退
院 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

同
日 

同
病
院
勤
務
員
（
志 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

願
） 

昭
和
二
十
三
年
一
月
一
日 

 
 

 

同
病
院
で
元
旦 

〃 
 
 

 

三
月
二
十
日 

 
 

同
病
院
再
入
院
（
病 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

名
不
詳
） 

〃 
 
 

 

五
月
～ 

 
 

 
 

第
一
回
病
院
船
高
砂 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

丸
入
港 

〃 
 
 

 

六
月
頃 

 
 

 
 

第
二
回 

 
 

〃 

〃 
 
 

 

七
月 

 
 

 
 

 

第
三
回 

 
 

〃 

〃 
 
 

 

九
月 

 
 

 
 

 

第
四
回 

 
 

〃 

〃 
 
 

 

九
月
十
日 

 
 

 

右
高
砂
丸
ナ
ホ
ト
カ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

出
港 

〃 
 
 

 

九
月
十
一
日 

 
 

舞
鶴
港
着 

〃 
 
 

 

九
月
十
二
日 

 
 

同
港
上
陸 

〃 
 
 

 

九
月
十
三
日 

 
 

復
員
式
終
了
（
復
員 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

証
明
書
受
領
） 

〃 
 
 

 

九
月
十
五
日 

 
 

東
舞
鶴
駅
出
発 

〃 
 
 

 

九
月
十
六
日 

 
 

中
央
本
線
日
下
部
駅 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

（
現
山
梨
市
駅
）
着
、 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

原
籍
地
（
山
梨
県
東 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

山
梨
郡
八
幡
村
市
川) 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

に
帰
還 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

途
中
郷
土
氏
神
神
社 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

に
参
詣 
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〃 
 
 

十
一
月
二
十
日
ご
ろ 

満
州
里
通
過
入
ソ 

〃 
 
 

十
二
月
一
日 

 
 

 

タ
イ
シ
ェ
ッ
ト
（
タ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

イ
セ
ッ
ト
）
地
区
第 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

五
収
容
所 

〃 
 
 

十
二
月
二
日 

 
 

 

同
第
七
収
容
所
（
通 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

称
山
の
下
） 

 
 
 
 

 
 
 

同
日 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

（
通 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

称
山
の
上
） 

昭
和
二
十
一
年
四
月
二
十
三
日
頃 

同
地
区
第
二
十
二
収 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

容
所
五
十
六
Ｋ
？ 

〃 
 
 

 

五
月
ご
ろ 

 
 

 

疾
病
（
栄
養
失
調
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

の
た
め
入
退
室
繰
り 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

返
す 

〃 
 
 

 

六
月
ご
ろ 

 
 

 

同
地
区
第
一
六
四
Ｋ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

収
容
所 

〃 
 
 

 

九
月
ご
ろ 

 
 

 

同
地
区
第
一
八
五
Ｋ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

収
容
所 

昭
和
二
十
二
年
一
月
ご
ろ 

 
 

 

凍
傷
の
た
め
練
兵
休 

〃 
 
 

 

二
月
ご
ろ 

 
 

 

弱
兵
（
Ｏ
Ｋ
）
と
認 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

定 

〃 
 
 

 

三
月
ご
ろ 

 
 

 

帰
還
（
エ
ッ
タ
ム
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

要
員
指
定 

〃 
 
 

 

四
月
ご
ろ 

 
 

 

同
地
区
第
九
八
Ｋ
収 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

容
所 

〃 
 
 

 
 

〃 
 
 

 
 

 

同
地
区
第
二
二
Ｋ
収 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

容
所 

〃 
 
 

 

五
月
ご
ろ 

 
 

 

マ
ル
タ
地
区
（
中
間 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

集
結
地
）
収
容
所 

〃 
 
 

 

六
月
十
日
ご
ろ 

 

イ
マ
ン
地
区
第
三
八 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

収
容
所
（
ナ
ホ
ト
カ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

港
引
揚
船
な
し 

 

二 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

カ
月
道
路
工
事
） 

〃 
 
 

 

十
月
二
十
五
日
ご
ろ 

ウ
オ
ロ
シ
ロ
フ
収 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

容
所
（
夜
間
作
業 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

中
両
足
先
等
凍
痛
） 

〃 
 
 

 

十
一
月
二
十
五
日 

ダ
モ
イ
要
員
と
し
て 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

同
所
出
発 

〃 
 
 

 

十
一
月
二
十
八
日 

ナ
ホ
ト
カ
着 

第
一 
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分
所
入
所 

〃 
 
 

 

十
一
月
二
十
九
日 

ナ
ホ
ト
カ
第
二
分
所 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

入
所 

〃 
 
 

 
十
一
月
三
十
日 

 

ナ
ホ
ト
カ
第
三
分
所 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

入
所 

 
 
 
 

 
 
 

 
同
日 

 
 

疾
病
（
凍
傷
）
申
告 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

し
同
地
区
か
ら
第
一 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

分
所
へ
逆
送 

〃 
 
 

 

十
二
月
一
日 

 
 

ナ
ホ
ト
カ
五
九
〇
病 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

院
入
院 

〃 
 
 

 

十
二
月
二
十
五
日 

同
病
院
退
院 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

同
日 

同
病
院
勤
務
員
（
志 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

願
） 

昭
和
二
十
三
年
一
月
一
日 

 
 

 

同
病
院
で
元
旦 

〃 
 
 

 

三
月
二
十
日 

 
 

同
病
院
再
入
院
（
病 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

名
不
詳
） 

〃 
 
 

 

五
月
～ 

 
 

 
 

第
一
回
病
院
船
高
砂 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

丸
入
港 

〃 
 
 

 

六
月
頃 

 
 

 
 

第
二
回 

 
 

〃 

〃 
 
 

 

七
月 

 
 

 
 

 

第
三
回 

 
 

〃 

〃 
 
 

 

九
月 

 
 

 
 

 

第
四
回 

 
 

〃 

〃 
 
 

 

九
月
十
日 

 
 

 

右
高
砂
丸
ナ
ホ
ト
カ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

出
港 

〃 
 
 

 

九
月
十
一
日 

 
 

舞
鶴
港
着 

〃 
 
 

 

九
月
十
二
日 

 
 

同
港
上
陸 

〃 
 
 

 

九
月
十
三
日 

 
 

復
員
式
終
了
（
復
員 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

証
明
書
受
領
） 

〃 
 
 

 

九
月
十
五
日 

 
 

東
舞
鶴
駅
出
発 

〃 
 
 

 

九
月
十
六
日 

 
 

中
央
本
線
日
下
部
駅 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

（
現
山
梨
市
駅
）
着
、 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

原
籍
地
（
山
梨
県
東 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

山
梨
郡
八
幡
村
市
川) 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

に
帰
還 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

途
中
郷
土
氏
神
神
社 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

に
参
詣 

 




